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写真‐6 　破砕 ・ 拡散混合後の改良土
( ガタ土 ： 砂礫 =1：2.7)

































































　A 材料は，自然含水比 wn = 51.5%，粒分率 Fc =
93.6%であり，B 材料は，自然含水比 wn=34.7%， 































































② 破砕・拡散混合（生石灰5% 添加）+ 振動ふ
るい







コンガラ50% 混合，100% 混合，150% 混合
④ 津波堆積物とアスガラの破砕・拡散混合試験
粒度試験，コーン指数試験）























                          がれき混じり津波堆積物
写真‐20　生石灰 ( 粒径 1～5mm) 写真‐21　石巻で採取した
    コンガラ
写真‐22　分別されたがれきと改良土砂
図‐6 　試験設備概要図　
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写真‐23　ケース 1 排出された
    がれきと土砂
       （振動ふるいのみ）
写真‐24　ケース 2 排出された
   がれきと土砂
      （生石灰5% 添加）
写真‐25　ケース排出された
      がれきと土砂
           （コンガラ20%混合）
表‐3 　試験に使用した津波堆積物と
           　　コンガラ，アスガラの物理特性
図‐7 　コンガラ，アスガラの破砕試験























ル ,Vol.7 , No. 2 ,pp.402-404,2012.7
7.2　試験結果
1）がれきと土砂の分別試験
　写真-23に，ケース1排出されたがれきと土砂
（振動ふるいのみ）の状況を，写真-24にケース2 
排出されたがれきと土砂（生石灰5% 添加）の
状況を，写真-25にケース3排出されたがれきと
土砂（コンガラ 20% 混合）の状況を示す．
　生石灰5%添加およびコンガラ20% 混合のがれ
き混じりの津波堆積物は，破砕・拡散混合作用に
より，がれきに付着した土砂が除去されがれきと
土砂が精度よく分別されているのに対し，振動ふ
るいのみでは、排出されたがれきは，土砂が付着
しており，当材料のがれきと土砂の分別は難しい
ことが判明した．
2）盛土材料としての適用試験
　表-3に，試験に使用した津波堆積物とコンガ
ラ，アスガラの物理特性を示す．図-7にコンガ
ラ，アスガラの破砕試験（粒度試験）結果を示
す．粒度分布が良い材料となっている．また，図
-8および図-9に，津波堆積物とコンガラおよび
アスガラとの津波堆積物とのそれぞれ3とおりの
比率で破砕・拡散混合した場合の粒度試験結果を
示す．いずれも粒度曲線から推定すれば締固め材
として適正を持った材料となっていると考えられ
る．図-10にコンガラおよびアスガラを津波堆積
物とそれぞれ3とおりの比率で破砕・拡散混合し
た場合のコーン指数を示す．図-10より，ダンプ
トラックの走行可能なコーン指数 1,200kN/㎡を
確保するためには，津波堆積物とガラとの混合
比 （乾燥質量比）は，1：0.2 程度すなわち，ガ
ラ 20% 混合で良いこととなる．図-11に，生石灰
添加量　50kg/㎥（添加率 3.3%）と 100kg/㎥（添
加率 6.7%）の場合の破砕・拡散混合後のコーン
指数を示す．この図より生石灰添加量 50kg/㎥（添
加率 3.3%）でコーン指数 1,200kN/㎡を確保する
十分な強度を有していることが判明した．
　以上の結果より，本工法の適用により各種の津
波堆積物に対し，生石灰添加量およびガラとの混
合比を変えることによって，所定の盛土の強度に
柔軟に対応することが可能であろうと考えられる．
8．おわりに
  回転式破砕・拡散混合工法の低平地への適用に
ついて，類似地盤での試験施工事例を含め，地盤
改良技術や地盤環境修復技術についての適用事例
について紹介してきたが，回転式破砕・拡散混合
工法の幅広い適用性を示すことができたと考えら
れる．
図‐10 　津波堆積物とガラの破砕・拡散
　　　　混合比別のコ－ン指数
図‐11 　 生石灰の添加量と破砕・拡散
　　　　　混合強度コ－ン指数との関係
